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市場システム

資本主義の特徴は「市場」と「生産」の特殊な結びつき
まず、「市場」のほうから
「市場」といっても、いくつかの考え方がある。
これから考えてゆく市場は、「ただの交換の場」ではない。
「ただの交換」は、「財」どうしが交換される

物々交換

これから考えてゆく市場は、

売買

の場。
「貨幣が存在する市場」。
「商品は売るもの、貨幣は買うもの」。二つが分かれた取引。
「商品で貨幣を買うことはできないし、貨幣を売ることもできない。」
「売る」「買う」という、ふだん、何気なくつかっている言葉の意味
を考えてみよう。
物々交換と商品売買をちゃんと区別しよう。これが今日のポイント
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モノ

買う貨幣は、売られる商品が前提。
商品とはモノの一種....

というよりは、モノの状態
同じモノでも商品であったり、なかったりする。
モノと商品がはっきり区別できるように定義。
モノとは、

量をはかる

ことができる対象
なんでこんなことが重要なのか？
いろんなモノが商品になっているから。
リンゴやミカンだけでモノをイメージしてはいけない。
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モノの複製
教科書 22ページ

さまざまな対象が、商品になってゆく現代。モノとは何か、よく考えて
みる必要がある。

問題
「コピーで情報はいくらでも生産できる」って正しい？

M=紙の束としての本＝

メディア

とC＝その本の内容（情報）＝

コンテンツ

。
物理学でいう「物」は、Mか、Cか？
当然Mでしょう。
Mはまた同時に「モノ」でもある。
では、Cは「モノ」かな？
Mと、切りはなして「モノ」にできるか？
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物とモノ

C

発見

C

M0

C

M1

複製
C

M2

複製
C

M3

複製
C

M4

複製
C

M5

複製

Mは「物」であり「モノ」でもある。
Cは「物」ではないが「モノ」である。
この区別は、情報の商品化を考える基礎として重要。
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モノの複製

さまざまな対象が、商品になってゆく現代。モノとは何か、よく考えて
みる必要がある。

MとCが別々に扱える、ということは、商品化によってはじめて発
生したことではない。
しかし、MとCの分離可能性は重要。
C自体を商品にするためには、CとMを分離することが前提。
それでも、Cだけを売ることはむずかしい。
だが、現代の資本主義は、MとCを分離する圧力をもつ。
従来の「情報産業」はMとCと一体として生産販売してきた。
新聞の値段は、新聞紙と配送のコストが中心、だから１部130円で
定額販売。マスメディア。
純粋に「知識・情報の商品化」はできるのか？

6 / 16

商品とは

「財・サービス」（簡単に「財」goods）とは、有用なモノ
商品とは、財の一種。「一種」って...?

有用な性質＝「有用性」は、「効用」と同じ意味になる。
「有用性」と「モノ自体」は切り離せないので、マルクス経済学では
両方をまとめて「使用価値」とよぶ。
「有用性」は計れないが、「モノ自体」は計れる。
「モノ自体」は商品の身体という意味で「商品体」（『資本論』にでて
くる用語）という。でもこの言葉は日本ととして通用しないからム
リに覚えないでよい。
商品とは：「他人のための使用価値」になりきった「財」。
このときの「使用価値」は

「有用性」

のこと。
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商品とは
財のサブセット

財

商品

売買される

交換一般
物々交換（直接的交換）
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obata
タイプライターテキスト

obata
タイプライターテキスト
物々交換

obata
タイプライターテキスト
売買

obata
タイプライターテキスト
量をはかる

obata
タイプライターテキスト
メディア

obata
タイプライターテキスト
コンテンツ

obata
タイプライターテキスト
有用性



純粋な商品
教科書28ページ

財は

物々交換

される。

商品は

売買

される。
この区別は決定的。どこが違うのか......

売買には

貨幣

がいる。

商品と商品は、貨幣を媒介に

間接

交換される。
物々交換は「直接交換」である。
売買は「間接交換」であるといわれる。
ただし、厳密に考えると、商品は、間接的にであっても、交換され
るのではないので注意!!
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純粋な商品
教科書28ページ

マルクス経済学の市場の考え方はミクロ経済学と大きく異なる。
市場とは、商品→貨幣→資本からなる一体の「システム」
もう一つの市場像：財・サービスの交換の場、これがミクロ理論の
出発点。
マルクス経済学では、売れなければ自分で消費してもいい、なんて
いう「中途半端な商品」は考えない。「純粋な商品」を想定。
量が多くなると効用が低下するという発想をしない。所有者にとっ
てはつねに効用はゼロと考える。
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純粋な商品
教科書28ページ

「でも、そんな「純粋な商品」なんて、ホントにあるの？」
「毎日みているはず.....」
？？？？
「コンビニの棚に並んだ、あの商品だ。」「たしかに、お店の人が使
うことはかんがえられない。」
「でも、コンビニのような「商店」って、あれはなんなの？」
「その正体は、資本について知らないと説明できない。」
「じゃ、資本って何？」
「資本は、貨幣と商品の存在を前提しないと説明できない。」
「同道巡りじゃない？」
「たしかに...」
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純粋な商品
教科書28ページ

ここでは、商店の棚にある諸品をイメージして、商品の定義をまず
与える。
売れなければ無意味となる、純粋な商品を定義し、
これをもとに貨幣を定義し、
商品と貨幣が存在する市場を基礎に、資本という活動を定義する。
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貨幣

商品の使用価値は他人のための使用価値
そんな商品をなぜもっているのか？
ほかのいろいろな商品と交換できる性質をもっているから
この交換可能性を

価値

とよぶ。
価値の大きさはどのように示すことができるか？
ほかの商品のモノとしての量で
例えば、リンネル２０ヤール=1着の上衣
価値表現にもちいられた商品を等価物という
貨幣とは、すべての商品に共通の等価物（一般的等価物）
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値段と値打ち

「価格のほかに価値を考える」っていうのが、どうしてもわからな
い...という人のために。
値段をつけるって、どういうこと？
値打ちをあれこれ考えて評価して....

評価される＜何か＞がある。これが「値打ち」=「価値」 = value

つけられた「値段」のほうが「価格」 price

でも売れた「価格」以外、意味ないじゃないか、という人にヒント。
「学力」ってなんだろう...

試験の「点数」と「学力」ってどういう関係にあるのか？
「学力」を「点数」で表示 =「価値」を「価格」で表現
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貨幣のよる価値表現

GW1

W2

W3 W4

W5

W6

W7

W8W9

W10
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直接的物々交換

物々交換が成りたつには
リンネル10ヤールで上衣1着と交換したいAさんが
上衣1着でリンネル10ヤールと交換したいBさんと
運良くであう必要がある。
リンネル10ヤール=上衣1着=1万円でも
欲しいモノが一致しないと交換は成りたたない。

Aさん W1 W2

Bさん W2 W1
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obata
タイプライターテキスト
ｂ

obata
タイプライターテキスト
物々交換

obata
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ｂ

obata
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貨幣を媒介とした交換

すべての商品が貨幣で価格を表示しているとき
欲しいモノが一致しているペアがなくても
売って買う W1 — G — W2 ことで
間接的にW1 – W2 を実現できる。
どういうふうにできるのか。
まずW1 — G — W2 を書いて
つぎに取引相手を書き入れて図示してみよう。
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商品流通の基本構造
57頁の図1.2.1「商品流通と貨幣流通」
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